
残された記録と記憶
―損害の実情と市民の証言―第２章

住み慣れた自宅の損壊、
市民の心のよりどころである
阿蘇神社の被災、
生活インフラが復旧しない中で
余震に身構え、
緊張を強いられた避難生活。
本章では、
震災から５年近くを経た今、
災害記録と
人々の証言とともに
地震の記憶を伝える。狩尾、跡ケ瀬地区



（表１）住家被害（罹災証明の発行件数）
※家屋被害調査は平成２９年５月３１日をもって終了
① 全壊 １１８棟
② 大規模半壊 ９６棟
③ 半壊 ７６５棟
④ 一部損壊 １,６１０棟
合　計 ２,５８９棟

※住家以外（まちづくり課の罹災証明件数）� ３３５件
被災証明（総務課及び各支所発行）� １,９３３件

（表２） 道路・橋りょう・河川の被害
○４月１４～１６日　平成２８年熊本地震

区　分 箇所数 被害額

①道路災害 １５８カ所 １,１８８,３３２千円
（仙酔峡線、木落線他）

②橋りょう災害 ２０カ所 ８２５,５８６千円
（新橋・新花原橋他）

③河川災害 ５８カ所 ６９１,０６６千円
（草原川、榊川他）

合　計 ２３６カ所 ２,７０４,９８４千円

○６月１８～７月５日　平成２８年梅雨前線豪雨災害

区　分 箇所数 被害額

①道路災害 ３カ所
５,９２２千円

（東湯浦１号線、下立塚松ヶ
迫線、高木橋四ツ堀線）

②橋りょう災害 ０カ所

③河川災害 ２カ所 ９,４５７千円
（水洗川、石の前川）

合　計 ５カ所 １５,３７９千円

　住家被害

　震度５弱と震度６弱、そして震度５レベルの
余震に幾度となく襲われた阿蘇市。激震は住
み慣れた我が家に容赦なく襲いかかり、被害
を受けた住家は２５８９棟に上った。内訳は全壊
１１８棟、大規模半壊９６棟、半壊７６５棟、一部
損壊１６１０棟（罹災証明の発行件数に基づく数
字。家屋被害調査は平成２９年５月３１日をもっ
て終了）。事業所用被災証明書は３３５件に及
び、また、住家以外の被災証明書は、１９３３件
を発行した。
　５月３０日から翌年３月３１日までの公費解体
申請期間中、解体・撤去申請件数は６３５件、住
宅・納屋等解体件数は９００棟となっている。

　道路・橋りょう・河川の被害

　道路や河川など土木関係は熊本地震での被
災に加え、６月１８日から７月５日までの長期に
わたる豪雨がさらなる追い打ちをかけた。
　地震による被害は、道路関係が仙酔峡線や
木落線の法

のり

面崩落など１５８カ所、被害総額は
１１億円を超えた。また新橋や新花原橋など橋
りょうの被害が２０カ所（被害総額８億２０００万
円超）、草原川、榊川などの河川被害は５８カ
所（被害総額６億９０００万円超）に及んだ。
　地震により地盤が弱くなっていた地域でさ
らなる土木被害を招いたのが、梅雨期の大雨
である。活発化した梅雨前線により大量の雨
が降り注ぎ、道路・河川合わせての被害は５
カ所１５００万円を超えた。

　熊本県に甚大な被害をもたらした平成２８
年熊本地震。４月１４日の前震に続き、１６日に
は最大震度７の本震が故郷・熊本の景色を一
変させた。
　阿蘇市でも、１４日の前震時には震度５弱の強
震に見舞われ、１６日の本震時には震度６弱の烈
震に襲われたことにより、２１人（うち１人は他
自治体での直接死を含む）の尊い命が奪われ、
負傷者は１０７人（うち重症者９人、軽症者９８人）
に上った。震度５クラスの大きな余震が幾度と
なく襲い、家屋や山腹崩壊、道路・橋りょう
の寸断、停電や断水が相次いだ。加えて、阿
蘇市全エリアで電話が一時つながりにくくな
り、被害情報収集の遅れや混乱が生じた。
　阿蘇市役所では前震・本震時ともに全職員
が緊急参集し、情報収集や避難者対応などに
あたり、本庁舎玄関前に災害対策本部を立ち
上げた。また、防災行政無線を使い市民に屋
外の安全な場所への避難を呼び掛け、職員は
市役所への緊急参集の道すがら、自ら居住す
る地域の道路状況を確認することで、避難所
までの安全なルートの確保を急いだ。ちなみ
に、防災行政無線の使用は「市役所がきちん
と機能している」ことを市中に伝えることに
よって、市民に安心感を持ってもらえるよう
にとの意図も含まれていた。
　激動の一夜が明け、辺りが白み始めると、
地震の凄まじさを物語る被害の全容が徐々に
明らかになってきた。災害対策本部に寄せら
れる被害の情報は予想を遥かに超え、膨大な
件数に達した。阿蘇山上付近の県道阿蘇吉田
線はアスファルトの道路がめくれ上がり、原
形をとどめないほどに崩落。国の名勝および
天然記念物に指定されている米塚は、山肌の

各所に亀裂が入った。狩尾地区や跡ケ瀬地区
の農地には断層と思われる地表のずれが発生
し、深さ最大３メートルの亀裂や幅３０メート
ルの陥没が生じるなど、大きな爪痕を残した。
かぶと岩展望所はあずまやの柱が傾き、山の
土肌が痛々しい剥き出しの状態に。波野小園
地区では直径１メートルを超える巨岩が落下
し道路をふさいだ。
　阿蘇市民にとって最大の衝撃は、心のより
どころであり生活の中心である阿蘇神社の変
わり果てた姿である。「日本三大楼門」の楼門
や拝殿が壊滅的な被害を受けた光景は、受け
入れがたいほどの深刻さを呈していた。「阿蘇
神社が私たちの身代わりになってくれた」と
人々は口々にしたものの、その後の復旧・復
興への道が険しいものになるということは誰
の目にも明らかだった。

阿蘇市の
被害状況

アスファルトが剥がれ落ちた阿蘇登山道路（県道１１１号） 崩落した市道仙酔峡線

狩尾地区では地表のずれが発生

楼門や拝殿が崩壊した阿蘇神社

周辺の農地と合わせて陥没した市道阿蘇西小学校黒川堤防線

崩壊した民家（車帰）
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（表４）上水道施設の被害
被害施設 概　要 備　考

上水道施設（殿塚導水管） DCIPφ３００　L=２,１４５ｍ（大正橋含む） 的石～永草地区
上水道施設（下り山第２水源地） 水源地井戸取水施設　φ１５０　１カ所 内牧地区
上水道施設（黒川送水管） HIPEφ１５０　L=３４.５ｍ 黒川地区（登山道路）
上水道施設（蔵原配水池） 配水池管理用らせん階段　N=１基 黒川地区
上水道施設（一の宮水管橋） 配水本管用水管橋　φ２５０　N=１橋 手野地区
上水道施設（内牧地区配水管） HIVP・PEφ２０～７５（５カ所）L=４４３.３ｍ 内牧・小里・三久保地区
上水道施設（導・送・配・給水施設） 応急本復旧（修理対応）N=９１カ所 内牧・黒川・一の宮地区
簡易水道施設（赤水送水管） WED-１１φ１００・１５０　L=２２８６.９ｍ 市道橋添架部含む
簡易水道施設（赤水地区配水管） HIPEφ５０・７５（２カ所）L=３１２.８ｍ 赤水西住宅付近
簡易水道施設（狩尾地区配水管） HIVP・PEφ２０・７５（４カ所）L=２１７.１ｍ 県道･市道･農道部
簡易水道施設（送・配・給水施設） 応急本復旧（修理対応）N=５０カ所 赤水･狩尾･山田西部地区

（表３）電気設備（九州電力）の被害

①市内停電率
　（最大）

８３.０％　４月１８日 ０時００分現在
※総戸数：約１９,０００戸
　うち停電戸数：約１５,８００戸

②市内通電
　（概ね復旧）

４月２０日 １９時１０分 発電機車により
通電（集落内）
４月３０日 １９時００分 阿蘇山上で通電

（表５）下水道施設の被害	
主な施設 現　況 国庫災害復旧申請 備　考

処理場（浄化センター） １カ所 １式 水処理（機械）、建物等
新橋汚水中継ポンプ場 １カ所 ― 応急修繕、修理で対応済み
成川汚水中継ポンプ場 １カ所 ― 応急修繕、修理で対応済み
伏越施設 １カ所 ― 被災なし
マンホールポンプ場 ２３カ所 ― 応急修繕、修理で対応済み
人孔（マンホール） ２,３００カ所 ７８カ所 災害対象外については、社会資本整備総合交

付金の事業により対応済管路施設（うち圧送管５㎞含む） 約６８㎞ ２,３１２ｍ

（表６）上・下水道施設災害復旧事業査定結果
区　分 査定申請額 査定結果

簡易水道事業計 ９８,９５９千円 ９８,１５０千円
上水道事業計 ３３５,５３４千円 ３２７,９１８千円
下水道査定被害額 ３６６,０２７千円（査定採択率９８.５％）
平成２８年７月１５日査定終了（全１０件）
※浄化センター
　（処理場）

４３,３７２千円から４８,３７２千円に
変更承認

※管渠・
　マンホール等 ３１７,６５５千円

　４次 １件　２４,１８７千円
　６次 ４件　１１６,９６６千円
　７次 ４件　１７６,５０２千円

　電気・上下水道の被害

　熊本地震は、阿蘇市内の電気や水道などの
ライフラインにも壊滅的な被害を与えた。
　現代生活に欠かせない電気は、南阿蘇村立
野にある発電施設の損壊と送電線の倒壊によ
り、阿蘇市への供給が完全にストップ。市内
一帯は一時、暗闇に閉ざされることとなった。
停電率は最大８３パーセント、停電戸数は約
１万５８００戸（阿蘇市総戸数は約１万９０００戸）。九
州電力の高圧発電機車によって集落より早く
停電が解消した阿蘇市役所本庁舎には、情報
調達手段として欠かせない携帯電話やスマー
トフォンを充電する人々が列をなした。その
後、集落内の停電が解消されたのは４月２０日１９
時１０分、阿蘇山上が４月３０日１９時。人々は避
難所にランタンなど電灯代わりの物を持ち寄
るなどし、地域の団結力で難局を乗り切った。
　上水道は本震発生後から自衛隊による応急
給水を開始し、自衛隊撤退後は福岡市、佐賀市
水道局の応援を受け、ピーク時には５７台（日
延べ台数）の給水車が応急給水活動を行った。

　上水道施設の被害は導・送・配・給水管等
１１施設（１６４カ所）。本管の被災で断水した
戸数は約１万７００戸。地元をはじめ応援自治体
等の応急復旧工事により、５月７日に断水は解
消された（一部、宅内漏水による断水世帯あ
り）。被害額は上水道が３億２７９１万円、簡易水
道が９８１５万円。下水道施設の被害も甚大で、
処理場１カ所、ポンプ施設などを含め、復旧
には５億１００万円の費用を要した。

　教育関係等施設の被害

　教育関係の被害総額は１４億円超。小中学校
をはじめ公民館や図書館、体育・グラウンド
施設が軒並み被害を受けた。特に被害が甚大

だったのは阿蘇西小学校で、発災後も傾斜が
進むなどしたため、最終的には校舎を建て替
えた。

（表７）  学校・社会教育・社会体育の被害額
区　分 件　数 概算被害額 備　考

①学校施設関係 ６件 １,１７６,７９０千円
　一の宮小学校 １,１８８千円 工事完了
　阿蘇小学校 １,４５８千円 工事完了
　阿蘇中学校 ４,４２８千円 工事完了
　内牧小学校 １８,１１７千円 工事完了
　阿蘇西小学校 １,１２８,０９１千円 工事完了
　阿蘇学校給食センター ２３,５０８千円 工事完了
②社会教育施設関係 ５件 １,７８６千円
　中通公民館 ５７２千円 修理完了
　阿蘇図書館 １４０千円 修理完了　　
　農業構造改善センター １４０千円 修理完了　　
　古城公民館 １１４千円 修理完了　　
　史跡：豊後街道 ８２０千円 修理完了　　
③社会体育施設関係 ５件 ２２８,８７８千円
　アゼリア２１ ６,２１０千円 工事完了
　農村公園あぴか ２１４,７３５千円 工事完了
　一の宮武道場 ３,０２４千円 解体工事　終了
　古城体育館 １,２１０千円 工事完了
　阿蘇体育館 ３,６９９千円 工事完了
④グラウンド関係 ４件 １２,４７３千円 避難所・自衛隊宿営地
　一の宮小学校・阿蘇西小学校 １２,０４２千円 工事完了
　農村公園あぴか １９２千円 原材料支給等で対応済み
　一の宮グラウンド ２３９千円 原材料支給等で対応済み

被害額　合計 ２０件 １,４１９,９２7千円

導水管仮設状況（阿蘇西小学校前）

応急給水状況（市内牧支所）

高圧発電機車による電気供給（国道２１２号沿い）
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（表１３）仮設住宅等入居者の再建状況
自宅再建 災害公営 公営（市外） 民間賃貸 その他 合　計

三久保団地 ３０戸 ５戸 １戸 ３６戸
内牧団地 １６戸 ５戸 １戸 ２２戸
黒川団地 １６戸 １２戸 １戸 １戸 ３０戸
北塚団地 ２３戸 ７戸 １戸 ３戸 ３４戸
東池尻団地 １１戸 ７戸 １戸 １戸 ２０戸
みなし仮設 ８２戸 １９戸 １戸 ４１戸 １４戸 １５７戸

合　計 １７８戸 ５５戸 ２戸 ４４戸 20戸 ２９９戸
・みなし仮設住宅の申込総数／１６２戸（うち阿蘇市外３３戸）　　・みなし仮設住宅入居戸数／１５７戸
・みなし仮設住宅からの退去戸数／１５７戸　　・みなし仮設住宅の契約戸数／０戸
※�申込総数と入居戸数が一致しないのは、申し込み後取り下げ等により契約に至らなかったため

（表１４）災害公営住宅の設置状況（７１戸）
１LDK ２LDK ３LDK 計

新小里 ２１戸 ２１戸
北古神 ８戸 ８戸 ８戸 ２４戸
小里 ８戸 ６戸 ６戸 ２０戸
大道 ６戸 ６戸

合　計 １６戸 ４１戸 １４戸 ７１戸

（表１２）仮設住宅の設置状況
区　分 設置戸数 摘　要

①三久保団地（阿蘇北中跡地） ２６戸 令和２年１０月退居完了
②内牧団地（阿蘇体育館東） １９戸 令和２年７月退居完了
③黒川団地（中央病院跡地） ２６戸 令和２年８月退居完了
④北塚団地（あぴか北側） ３０戸 令和２年５月退居完了
⑤東池尻再建支援住宅（宮地） １５戸 令和２年４月退居完了

合　計 １１６戸

（表１１）公営住宅の被害
区　分 被害額

①閉鎖：（解体費用） １０,９９３千円（完了）
②災害復旧事業（舗装・側溝等） ８,０６４千円（完了）

合　計 １９,０５７千円

（表８）医療機関の被害概算額及び査定結果
区　分 被害額・被害申請額 内　容 補助基準額（２/３） 交付決定額

①病院施設 ２６,３３０千円 免震エキスパンション、免震装置被覆ゴム、
ヘリポート等 １７,５５３千円

②医療機器 ２,６３０千円 手術用顕微鏡 １,７５３千円
合　計 ２８,９６０千円 　 １９,３０６千円 １８,７５８千円

（表９）復旧の進捗状況
区　分 着　工 竣　工

①病院施設 平成２８年６月４日 平成２８年８月３１日
②医療機器 平成２８年８月８日 平成２８年８月３１日

（表１０）熊本地震の救急・予約外患者受け入れ数

期　日
患者受け入れ数

合計 救急車 ヘリ
4月16日 127 21 2
4月17日 87 12 1
4月18日 70 11 3
4月19日 72 12 1
4月20日 84 14 0
4月21日 86 19 0

　医療機関の被害

　阿蘇郡市内における中核病院として、阿蘇
医療センターは、地震により大きなダメージ
を受けながらも災害拠点病院の医療機能を継
続・維持し、地震による負傷者や救急患者を
受け入れ続けた。
　被害調査により免震エキスパンションや免
震装置被覆ゴム、ヘリポートの被害が判明。

手術用顕微鏡も破損するなどし、阿蘇医療セ
ンター全体の被害額は２８００万円以上。国は被
害総額の３分の２に当たる約１８００万円の交付
を決定した。
　病院施設の復旧は２０１６（平成２８）年６月４
日から、医療機器は同年８月８日に着手し、い
ずれも同年８月３１日に完了した。

　公営住宅の被害・仮設住宅の状況

　熊本地震により閉鎖に追い込まれた公営住
宅は１団地３棟。解体費用として計上された額
は１０００万円を超える。一部舗装・側溝などの修
理に８００万円超と、総額１９００万円以上の被害を
受けた。地震の被害によって住み慣れた我が家
や公営住宅からの退去を余儀なくされた人々
は、仮設住宅やみなし仮設住宅に転居した。
　仮設住宅は、阿蘇北中学校跡地や阿蘇体育
館東側など市内５カ所に最大１１６戸が建設さ
れ、最長で２０２０（令和２）年１１月３０日までを
入居期限とした。みなし仮設住宅には１６２戸

（うち阿蘇市以外３３戸）の申し込みがあり、う

ち１５７戸に入居した（申込総数と入居総数の
不一致は申し込み後、申請取り下げ等により
契約に至らなかったため）。
　その後建設された災害公営住宅は、新小里
や北古神などに合計７１戸。災害公営住宅に新
たな居を構えた人々は、やっと一息つき落ち
着いた生活を取り戻した。

被害を受けたエキスパンション部分（耐震棟と免震棟との接続部分） 地震の被害を最小限に抑えた免震設備

院内に設置されている災害対応型カップ自販機 DMAT隊との情報共有のためのミーティング

災害公営住宅（新小里団地）
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（表１７）環境衛生関係（災害廃棄物）
①災害廃棄物処理量 ６６,７７２ｔ（公費解体分を含む）（平成２９年度終了）
②災害廃棄物処理費用 ２,７１７,７７７千円（公費解体分を含む）（平成２９年度終了）

③災害廃棄物仮置場

家屋の公費解体・自主解体・自費解体等の災害廃棄物の受入を行ってきたが、平成２９年８月
３１日をもってすべての仮置き場を閉鎖
阿蘇体育館横 平成２８年４月２０日～平成２８年４月２６日（平成２８年５月６日搬出完了）
波野グラウンド駐車場 平成２８年４月１９日～平成２８年５月１日（平成２８年５月７日搬出完了）
農村公園あぴか駐車場 平成２８年５月８日～平成２８年６月３０日（平成２８年７月８日搬出完了）
未来館横 平成２８年４月１９日～平成２８年６月３０日（平成２８年１０月１８日搬出完了）
畜産農業協同組合跡地 平成２８年４月１９日～平成２９年８月３１日（平成２９年９月１６日搬出完了）

　商工・観光施設等の被害

　九州の横軸を担う国道５７号と豊肥本線は、
南阿蘇村立野地区の大規模な斜面崩壊によっ
て寸断され、以降、４年以上にわたって不通が
続き、山越えの迂回路に頼ることになった。こ
のことは、順調に増加していた外国人観光客
などの観光入込みのみならず、市民生活（通
勤・通学・通院）や物流面にも多大なる影響
を及ぼし、地域の経済にとって大きな痛手と
なった。
　阿蘇地域最大の温泉地である内牧温泉にお
いては、地下変動による被害で温泉の湧出が
一時止まり、また、阿蘇観光の目玉である阿
蘇中岳火口へ向かう登山道路や山上一帯の施
設も大きく被災した。
　さらには、２０１６（平成２８）年１０月には、阿
蘇中岳が３６年ぶりに爆発的噴火。熊本地震か
らの復旧・復興に向けて歩み出した矢先の出
来事に、疲労の表情を浮かべる市民も少なく
なかった。この噴火以降、一時警戒レベルが

３に引き上げられ、２０１８（平成３０）年２月２６
日まで火口周辺の立ち入りが規制された。
　これらに伴い、宿泊客数は前年比の２８万人
減、宿泊施設の利用状況は同６３％、観光関係
の被害総額は３５億円にのぼり、商工関係の被
害も１３億円を超えた。

　災害廃棄物の処理

　阿蘇市では、２０１２（平成２４）年の九州北部
豪雨で災害ごみの受け入れ場所探しが混迷し
た経験から、発災直後から場所の確保に取り
掛かった。阿蘇体育館横や波野グラウンド駐
車場など市内の最大５カ所に仮置き場を設置
し、早いところで４月１９日から災害廃棄物の
受け入れを開始した。
　市内全域から出された災害廃棄物処理量は
約６万６０００トン超、処理費用に２７億１７００万円
を費やした（共に公費解体分を含む）。２０１７

（平成２９）年８月３１日の閉鎖まで、家屋の解体
を含む災害廃棄物が持ち込まれ、同年９月１６
日に搬出、整地を完了した。

（表１６）立入規制の状況
区　分 被害箇所

①立入規制 仙酔峡（平成３１年４月１日規制解除）、
天空の道（通称）周辺

（表１５）商工・観光施設等の被害状況 （確定値）
区　分 被害状況

①宿泊客の減数
２８６,０００人減（平成２８年／平成
２７年比）※熊本県観光統計より
影響額　３,５２６,０００千円

②�宿泊施設の利用
状況

前年（平成２８年／平成２７年比）
の６３％

③商工関係被害額 １,３０７,２００千円（８４件）　

④観光施設の
　入込み

前年（平成２８年／平成２７年比）
の６４％（発災から平成２９年３月
末までの各施設の平均）

　農林畜産関係の被害

　阿蘇市は、阿蘇五岳を中心に形成された世
界最大級のカルデラ内および周辺部に位置
し、外輪山に囲まれ比較的平坦な土地は県内
でも有数の農耕地帯である。年間を通して行
われる阿蘇神社の一連の農耕祭事は、農業を
中心に成り立ってきた阿蘇の暮らしを端的に
表すものであり、２０１３（平成２５）年には世
界的に重要かつ伝統的な農林水産業を営む地
域を国際連合食糧農業機関（FAO）が認定す
る「世界農業遺産」に熊本県阿蘇地域として

認定されている。このように、阿蘇市と農業
は有史以来、密接な関係にある。そんな阿蘇
の農業に激震が襲ったのである。
　農林畜産関係の被害総額は２６５億円超。被
害が最も大きかったのは農地・農業用施設関
係で３０９２件１３４億６０２０万円。次いで治山・林
道・林業施設等の９９件１２４億９７０５万円。農産
物の被害も甚大で４２００万円超、共同施設が８
件４億１１００万円超。畜産関係は１０１件（牧野
６３ヘクタール）１億５８００万円を超えた。

（表１８）農林畜産関係等の被害状況

区　分 規　模 概算被害額
（単位：千円）

①農地・農業用施設関係 ３,０９２件 １３,４６０,２００

②治山・林道・
　林業施設等

治山 ９２件 １２,３４９,８００
林道 ３件 ８７,４５３
林業施設等 ４件 ５９,８０１

③農産物等
　関係

農産物 ２４.９１ha ４２,４４４
共同施設 ８件 ４１１,０９４

④畜産関係 １０１件（牧野６３ha） １５８,２９６
合　計 ― ２６,５６９,０８８

阿蘇畜協跡地の仮置き場に持ち込まれた災害廃棄物

帯状の陥没や地割れ（狩尾）

大きな段差により農道や用水路も損傷（狩尾） 崩れた護岸（坂梨）

湧出が止まった温泉

大きな被害を受けたホテル
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（表１９）避難所の状況
①避難所数
　（最大）

４６カ所以上
（うち指定１０カ所、自主３６カ所以上）

②避難者数
　（最大） ７,６０５人（避難所配食数）→４月１８日

（表２０）２次避難所の状況
①�旅館ホテル等（県健康福祉政

策課所管、薬務衛生課所管）
最大６カ所のホテル・
旅館

※最終：阿蘇プラザホテルを平成２８年９月４日正午に閉鎖

　避難所によっては、自らも被災者であるに
もかかわらず、地元の方が自主的に掃除や食
事準備を手伝ってくれるなどした。日ごろか
ら地域住民同士で密接な交流が行われていた
ことや、平成２４年九州北部豪雨の経験から自
主防災組織を中心に防災への取り組みが活発
に行われていたことが、避難所運営の円滑化
に向け大きな原動力となった。
　ミルクロードの通行が再開し熊本市内方面
からのアクセスが改善して以降は、必要な物
資の多くが民間や県内外の地方自治体から寄
せられ充足するようになった。発災当初はマ
ンパワー不足から物資の仕分けなどに困難を
強いられたが、自衛隊やボランティアの協力
を得てスムーズに対応できるようになったこ
とも特筆すべき点である。
　また、物資が必要な際には避難者が最寄り

　避難所の開設および運営

　避難所は開校したばかりの一の宮小学校な
ど指定避難所１０カ所および自主避難所３６カ
所と、把握しているだけでも最大４６カ所開設
され、避難者は最大７６０５人（４月１８日時点の
避難所配食数に基づく）。特に自主避難所は、
道路や橋りょうが寸断され指定避難所までの
ルートが断たれた地域で複数開設され、被災
者は身を寄せ合い不安な時間を共有した。ま
た、被災範囲が広範囲にわたり、平成２４年九州
北部豪雨災害での避難者数を優に超える人々
が指定避難所に詰めかけ、配置する職員も不
足していたため、発災直後は大変混乱した。
　その混乱に更なる拍車を掛けたのは、熊本
市から阿蘇市への物流の大動脈である国道
５７号の被害である。南阿蘇村立野の大規模な
斜面崩落と阿蘇大橋の落橋、菊池郡大津町と
阿蘇市を結ぶミルクロードの一時不通によっ
て、阿蘇市への支援物資や救援隊の到着は著
しく遅れた。

　前震・本震と今まで経験したことのない激
震に二度も襲われ、いつ起きるか分からない
余震に怯

おび

え食糧も不足するなど、人々の不安
は時間を経るごとに増大していった。余震に
よる不安から車中泊を行う避難者も多く、発
災直後は場所や人数の把握も難しかったこと
から、避難者の名簿作成や食事・支援物資の
配分に遅れが生じた。
　そのような中、市災害対策本部では、被害状
況の情報収集等に加え、避難所運営の立て直
しに注力した。まず、指定避難所に職員を２４
時間体制で配置し、避難所に落ち着きを取り
戻すことで円滑な運営を試みた。そして、災
害が発生した際に応急復旧活動の人的・物的
支援を行うカウンターパート方式による「災
害時応援協定」を、九州知事会を通して熊本
県と結んでいた宮崎県と長崎県から、避難所
運営に当たる人的支援をいただいたことも心
強かった。

避難所の様子

避難所の廊下に布団を敷いて休む避難者子どもたちの存在が避難所に明るさをもたらした 夜明けを迎えた本庁舎玄関前ロータリーに開設された災害対策本部（４月１６日午前）

避難所では円滑な運営のためにタイムスケジュールや注意書き
が貼られた市内５カ所に仮設住宅を整備

市内最大の避難所では約２０００人が避難生活を送った
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心の注意を払った。ノロウイルスが発生した
避難所では発症後、患者を速やかに別室に隔
離するなど、避難所内でのルールを決め徹底
したことで感染症の拡大を防いだ。
　自衛隊による本格的な支援は４月１７日から
始まり、阿蘇中学校や阿蘇小学校など市内３１
カ所での給水支援をはじめ、同６カ所での入
浴支援や配食支援、支援物資等配送支援など
５月１２日の活動終了まで、その任務は多岐に
わたった。
　県の健康福祉部が所管する二次避難所は、
最大６カ所設置された。幸いにも市内の旅館や
ホテルなどの宿泊施設が二次避難所として避
難者を受け入れてくれたことで、支援が必要

な被災者が安心して避難生活を送ることがで
きた。これは、阿蘇神社や内牧温泉、阿蘇山
などの観光地を有し宿泊施設が多く存在する
阿蘇市ならではの特徴である。二次避難所開
設後は、地域包括支援センターや災害ボラン
ティアが体操や手作業の個別支援に注力、細
やかな対応を可能にした。
　なお、指定避難所として最後まで開設され
ていた阿蘇体育館第２体育館は、２０１６（平成
２８）年７月３１日に、二次避難所の阿蘇プラザ
ホテルは同年９月４日に閉鎖した。

※本文内の被害者数、被害箇所数、被害額は
すべて２０２０（令和２）年１２月２８日現在

の避難所に受け取りに行くことになってい
たが、「プッシュ型支援」が打ち出されて以
降は、自衛隊が戸別訪問で聞き取り調査を行
い、市に調達・手配判断を求める方法が実施
された。このプッシュ型支援は熊本地震から
採り入れられた新しい被災者支援の方法で
ある。
　保健・医療対応では、４月２０日に日本看護協
会から災害支援ナースの派遣が開始され、翌
２１日には、阿蘇保健所が中心となって「阿蘇
地域災害保健医療復興連絡会議（ADRO）」が

発足し、災害人道医療支援会「HuMA」が支援
と受援をコーディネートすることで、具体的
な支援体制が構築された。また、災害派遣医
療チームDMAT（Disaster Medical Assistance 
Team） や 災 害 派 遣 精 神 医 療 チ ームDPAT

（Disaster Psychiatric Assistance Team）、保
健師チームが発災後の早期から支援に入り、
避難者の体と心のケアに当たった。長時間に
わたり水道が復旧しない避難所も見受けられ
たため、スタッフがトイレ後の手洗いや消毒
を常時サポートするなどし、感染症対策に細

避難者と避難所の推移

（表２１）自衛隊による支援関係
①活動人員（４/１６～５/１２） 約７,０００人（第４・６・８師団、１２旅団）
②給水支援（４/２１～５/１２） ９８６ｔ ※３１カ所（阿蘇中・阿蘇西小・阿蘇小・内牧支所他）
③入浴支援（４/２１～５/７） １１,４１５人 ※６カ所（阿蘇中・阿蘇西小・阿蘇小・内牧支所他）
④配食支援・支援物資等配送支援 ４１,６０８人分 ※５カ所（阿蘇中・阿蘇西小・阿蘇小・内牧支所他）
⑤災害ごみ仮置き場支援　他

（表２２）阿蘇市災害ボランティアセンターの状況

①阿蘇公民館受付
４月２６日～５月３日（８日間）
※２４５件の依頼に対応
※�自宅の清掃など２４５件の活動に約６５１人のボランティアが参加

②�社会福祉協議会事務所 ５月４日～（通常ボランティアとして継続受付）５月２５日までの災害分３５件受付

自衛隊風呂（一の宮小学校）他県からの支援職員と自衛隊員による物資の搬入作業（中通体育館）

支援物資の搬入は深夜にまで及んだ災害直後からメーカーの協力によりパンは確保できた

発災直後は携帯電話等が不通のため衛星電話を使用し、
情報を収集した

自衛隊員による炊き出し支援
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（公財）熊本YMCA中央センター館長

（当時の阿蘇キャンプ所長）
野外教育施設のある阿蘇キャンプ所長を務
め、本震後、社会福祉協議会との連携で災害
ボランティアセンターを立ち上げた。がれきの撤
去や家財整理のサポート、農業支援などのコー
ディネートに奔走。２０１８（平成３０）年から現職。

災害のボランティア受け入れをした際に、阿蘇
市社会福祉協議会との間で阿蘇キャンプをボ
ランティアセンターのサテライトとしてボラ
ンティアの受け入れができないか協議してい
たこともあり、本震からわずか１０日後に熊本
YMCA災害支援ボランティアセンターをオー
プンすることができました。しかしこの間は毎
日、決断を迫られました。私はボラセン運営に
関しては全くの素人。この状況を救ってくれた
のが、全国のYMCAの拠点から集まってくれた
災害支援経験のある仲間たちでした。
　その後、私たちの施設は宿泊ができるとい
うこともあり、１週間ほど滞在が可能な５人以
上の団体や山岳ボランティア、大阪、神戸、
東京、北海道、長崎など全国各地の大学から
の受け入れを行いました。初年度は３６５６人
で、２０１９年度までの受け入れ数は延べ７２８９
人に上りました。

ニーズを細かく拾い的確なサポートを

　ボランティアのコーディネートに当たり私
たちが一番苦慮したのが、被災者のニーズを
いかに的確につかむかということでした。こ
こで活躍してくださったのが、地元の区長さ
んたち。被災世帯の中には遠慮されたり、区
長さんを通していないと受け入れを拒否され
たりするところも多く、区長さんに話を通す
ことでスムーズにコーディネートが進むよう
になりました。
　作業は大半が、がれきの撤去や荷物の運び
出し。１年ほどたつと、農家の人手不足をサ

ポートするため、JAでの選果作業や田畑の雑
草駆除などでもボランティアに活躍の場が与
えられました。災害支援は、時間の経過とと
もに、復旧支援と生活支援を両輪で行ってい
かねばなりません。
　阿蘇市のほか、社協、NPO団体、消防団など
で組織した阿蘇市ボランティア連絡会議で情
報を共有し、共同体として細部にわたる支援
ができ、とても大きな役割を果たせたと思い
ます。

災害後、地域の潜在的課題が浮き彫りに

　ボランティアセンターは、復旧が一段落し
た後も、ワークキャンプやスタディーツアー
などを計画し、この経験を次の世代に残すプ
ログラムを実施する拠点となりました。私た
ちは熊本地震の経験を通して、地元の人たち
と常日頃からつながっておくことの大切さを
再認識しました。また、ともすると被災者だ
けに目が向きがちな災害現場において、ボラ
ンティアなど災害支援に携わる方々の心身ケ
アの重要性も痛感しました。
　時間がたつにつれて浮き彫りになったの
が、地震が起こる前からもともとあった地域
の課題が、さらに大きな問題に発展するとい
うことです。例えば若い世代の人口流出、農業
の後継者不足、地域の高齢化、文化伝承の担い
手不足なども、地震によりさらに深刻化しま
した。今後は、私たちも潜在的な地域課題に
目を向け、地域の皆さんと共に地域の活性化
につながるような活動を行ってまいります。

発災から１０日後に　　　　　　　　　

ボランティアセンターをオープン

　本震後、熊本市内の自宅から阿蘇に向かう
にも、ミルクロードは土砂崩れがひどく、国
道５７号は封鎖。矢護川方面から阿蘇に入るし
かありませんでした。到着すると、キャンプ
場の被害はすさまじく、厨房の食器類は全て
棚から落ち、貯水タンクも破損して飲み水に
は使えない状態。キャビンは土台にずれが生

じ、宿泊などできる状態ではありませんでし
た。益城、御船の避難所サポートにとても入
れる状況でないことを本部に報告し、今後の
対策を急ぎました。まずは厨房に残っていた
食材を、その日のうちに車帰の公民館に運び
出し、１９日には電気が復旧したため、公民館
に避難されている高齢者や小さなお子さんを
優先し、お風呂の提供を始めました。
　また、本震後すぐに全国のYMCAからボラ
ンティアの声が上がりました。九州北部豪雨

全国からのボランティア
地域とも連携して
復旧・生活支援に
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など、災害対策本部内での連携も図りました。
　こうした災害対策本部会議は、地震発生か
ら約１カ月の間、毎日朝夕の２回実施され、そ
の後、復興対策本部へと変わりました。

住民救助や避難所運営サポートなども

　災害対策本部会議以外の時間は、副団長等
に指示し消防署や警察と協力して、住宅倒壊
で閉じ込められた住民の救助に当たり、最終
的に７人以上の救助につながりました。
　また、区長さんなど地域の方々と連携しな
がら、夜間の空き巣警戒、避難所の運営も支
援。物資の搬入や給水補助、女性団員による
高齢者への声かけなど、昼夜を問わず交代で
活動を続けました。
　当時の記憶は、「とにかく大変だった」の一

言に尽きます。地震も災害対策本部も初めて
の経験で、目の前のことを一つずつやってい
こうと必死でした。そうした中で改めて感じ
たのは、消防団は「地域の核」であるという
こと。地域が被災した時、真っ先に現場に駆
け付けることができるのは、警察でも消防署
でもない、地元の消防団です。
　阿蘇市消防団は震災時の懸命な活動が認め
られ、「平成２９年防災功労者内閣総理大臣表
彰」を受彰しました。
　最後に、私が経験したことを次世代につな
ぐため、熊本地震での消防団の動きをまとめ
た災害マニュアルも作成しました。人口が減
る中での継続は難しい面も多いと思います
が、消防団が長く続いていくことを願ってい
ます。

団員に指示　　　　　　　　　　　　　　

「まずは自分自身と家族の身を守れ」

　４月１６日未明の本震発生時、自宅で寝てい
ましたが「ドーン」という大きな音で目覚めま
した。余震が収まるのを待って、団員たちに
はまず自分の身を守り、家族を安全なところ
に避難させるよう伝えました。その上で、地
域の方たちの安否確認に行くよう指示。２０１２

（平成２４）年の九州北部豪雨の際、救助する
側の消防団員の安全確保が第一だと痛感した
からです。

災害対策本部で各地の情報を収集

　地震発生から間もなくして、市から「災害
対策本部設置」の連絡がありました。私の地
元の４０世帯に声を掛けた後、避難誘導や救助
を後輩に託し、２時頃に市役所敷地内にある
災害対策本部に到着。本部は、市の職員、警

察署、消防署、消防団などで構成されていま
した。
　当時、阿蘇市消防団は１２分団２８部７３班、団
員約７８０人の編成となっていました。その２８
人の部長、７３人の班長をまとめるのが１２人の
分団長、さらにその上に３人の副団長がいま
す。地震発生から少し時間がたつと、各班長
からボトムアップ式に私のもとに情報が集ま
り、各地の被害状況が少しずつ見えてきまし
た。
　集まった情報は災害対策本部内で共有し、
誰がどう対応するか協議しました。各地の被
災現場に近い消防団員は、地域の情報などに
詳しいメリットを生かし、主に初期対応に当
たりました。例えば、道路に亀裂が入っている
箇所があれば、警察が到着するまでの間、団
員がそこに立って交通誘導する、などの対応
です。道路管理者には、できるだけ早く迂回
ルートの看板を用意してもらうよう依頼する

真っ先に駆け付けた
地元の消防団は
頼もしい「地域の核」
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さん
当時の消防団長

１９８３（昭和５８）年９月に旧一の宮町消防団
に入団、２０１５（平成２７）年４月から団長に。
熊本地震では、住民の救助や避難誘導、巡
回・警戒活動、災害処理活動などに尽力。
２０１９（令和元）年６月に退団。

防災功労者内閣総理大臣表彰（平成２９年９月　２列目左端が梅野さん）

INTERVIEW 2

61第 2 章　残された記録と記憶60



地まで出向き安否を確認しました。
　全児童１３９人の確認が完了したのは１７日。
避難所に避難してきている児童の様子は分か
るのですが、自宅に残っている児童や車中泊
の児童は、どのようにしているのかが心配
で…。臨時休校が続く中、職員が２人１組と
なって家庭訪問を行い、避難所で菓子パンや
お菓子を分けていただき、届けて回りました。

全職員で情報共有し心のケアに重点

　校舎は被害が大きくライフラインも使えな
い状況で、大規模半壊の認定。日がたつにつ
れ傾きがひどくなり、３月に閉校したばかり
の旧尾ケ石東部小学校の校舎を使わせていた
だくことになりました。すぐにスクールバス
２台を確保。しかし、子どもたちの通学路は
２メートルほどの段差ができている状況でし
た。まずはルートを確保し、車が通れるよう補
修するなど、学校再開へ向けた準備をスター
トしました。何より子どもたちがバラバラに
なることなく、また一緒に学べる場所があっ
たのは大変幸運なことでした。
　体育館は避難所となっていましたが、その
運営に関しては区長さんたちが尽力してくだ
さったおかげで、私たちは子どもたちのケア
と学校再開に向けた準備に注力できました。
　授業を再開できたのは５月９日。久しぶり

に子どもたちの笑顔を見た時は本当にうれし
かったですね。その日のうちに、全員で避難
訓練を実施。大変怖い思いをした子どもたち
に、「どうか学校では楽しく過ごしてほしい」
と、教職員が一丸となり心のケアにも取り組
みました。全職員で情報を共有し、養護教諭
を中心にそれぞれの立場で子どもたちに笑顔
で接し、目を配っていきました。

地震を通して成長した子どもたち

　１０月には地震後初めて、子どもたちと地
震の現場を見るフィールドワークが、地域の
方々の協力で実現しました。１１月の学習発
表会では、３年生が皆の声を拾いまとめた構
成詩「わたしたちの六カ月～熊本地震を通し
て～」を発表してくれました。全校発表で
は、地震直後のたくさんの皆さんの励ましや
応援、支えに対する感謝の言葉とともに、「地
震に負けません」という力強い言葉も聞かれ、
子どもたちの成長に涙が出ました。
　建て替えられた校舎に戻れたのは２０１９（平
成３１）年４月。本当に大変な災害でしたが、この
経験を子どもたちがプラスに捉えられるよう
学習を進めることが学校の役割だと考え、指導
を続けてきました。私たちが災害の中でも、継
続的に学びの場を提供できたのは、本当に多く
の皆さまのご支援のおかげと感謝しています。

地震直後は児童の安否確認を最優先

　私と教頭は当時、玉名市と熊本市から阿蘇
まで通勤していました。前震では学校には大
きな被害がなかったため、予定していた授業
参観を行い、その日は帰宅していました。そ
して１６日未明の本震。私も教頭も阿蘇からは
離れていたため状況が全く分かりません。ま
ずは教職員に連絡を取り、子どもたちの安否
確認を急ぐよう指示を出しました。

　しかし、明け方までに確認が取れたのは３
年生のみ。夜が明けてから学校の被災状況を
南小国町に住む教務主任に確認してもらいま
した。余震が続く中、校内にある名簿を外に
運び出し、緊急連絡先に電話をかけ続けまし
た。連絡が取れない児童については、区長さ
んを通じて安否確認を行うなど、とにかく状
況を把握するだけでも大変な作業でした。携
帯電話もつながらず、とうとう連絡が取れな
かった南阿蘇村在住の児童については直接現

地震の経験をプラスに
捉えられるよう
学校を楽しい学びの場に
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さん
当時の阿蘇西小学校校長

地震発生当時、阿蘇市立阿蘇西小学校校長。
学校の建物が被災し、旧尾ケ石東部小学校へ移
転になる中、子どもたちの心のケアに注力しながら
学校再開の準備を進めた。２０１７（平成２９）年、玉
名市の小学校へ異動。２０１９（平成３１）年に退職。

地域の皆さんのご協力で実現した地震の被害箇所を巡る
フィールドワーク。左後方は体育館

義捐金をいただいた南相馬市の方へ児童が送った感謝の絵手紙
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の方がアドバイスをくださいました。「作っ
た物や数、人の記録を残しておいてください。
必ず役に立ちます」と。
　そこで、文字と写真で記録する習慣を付け
ました。大きな紙に日付、作る量や参加でき
るメンバーの名前を書き、調理場に貼り出し
ます。その後ノートに書き写し、最終的には
パソコンで入力。また、出した食事を毎食撮
影しました。その習慣は熊本地震の時も変わ
らず続けました。アルバムを見ると、当時の
思いがすぐに蘇ります。
　こういった記録の積み重ねがあったからこ
そ、落ち着いて行動ができたように思います。

「次にこれをやればいい」という信頼できる指
針、いわば私たちの「災害対応マニュアル」
です。

“無理しない範囲”で乗り切った５７日間

　ボランティアとして活動した婦人会の仲間
の、意識の高さにも助けられました。ボラン
ティアに強制参加をお願いすることは決して
できません。自宅が被災したメンバーも多く、
ボランティアどころじゃないのは分かってい
ました。でも全員が「無理しない範囲で参加
したい」と、協力できる日に手を挙げてくれ
たのです。「地域のために一致団結しよう」と
いう共通した思いがあったからこそ、あの５７
日間を乗り越えられたと痛感します。
　今後も、阿蘇市が再び被災する可能性はゼ
ロではありません。いざという時には、今ま
での記録と、共に頑張る仲間が頼り。皆と一
緒に、前向きにボランティア活動に取り組ん
でいきたいと思っています。

本震翌日から　　　　　　　　　　　

避難者３０００人分の食事作り

　私は阿蘇市地域婦人会の一員として、教育・
福祉の社会教育や災害時のボランティア活動
に力を入れています。
　熊本地震発生時も「できることで、かせし
よう」と、本震翌日の４月１７日から、避難者の
食事作りに取り組みました。市内７カ所の指
定避難所に避難されている方の朝昼晩の食事
で、当初は１日最大３０００人分でした。自衛隊
が５００人分炊ける釜いっぱいのご飯を作って
くるので、皆が協力しておにぎりを作り、各
避難所の必要数に合わせてケースに入れ、各
避難所で配膳するといった作業を朝昼晩、繰
り返していました。
　次第に支援物資として全国各地から食べ物

が届き始めたので、それらの振り分けも婦人
会員で分担。時には、農家さんから野菜の差
し入れもあり、汁ものや炒めものに使いまし
た。
　７時の朝食に間に合うよう、一の宮小学校
の家庭科調理室に入るのは６時過ぎ。夕飯
の片付けが終わるのは２０時過ぎでした。そ
れを５７日間繰り返し、ボランティアの皆で
５万３０５９食の食事を担い、３万６３００個のおに
ぎりを作りました。

今までの記録と頑張る仲間が頼り

　なぜ、これほど細かい数字が残っているか
というと、記録があるからです。記録の大切
さは、２０１２（平成２４）年７月の九州北部豪雨
で痛感しました。その時も炊き出しを行って
いた私たちに、指導に来られた日赤の事務局

地域のために一致団結
仲間と協力して作った
３万６３００個のおにぎり
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子
こ

さん
阿蘇市地域婦人会会長

阿蘇市一の宮町宮地在住。旧一の宮町役
場勤務の傍ら、２０代後半に母親の勧めで婦
人会に入会する。退職後、活動を本格化。現
在は県の地域婦人会副会長も兼務し、幅広
い活動に取り組む。

炊き出しは５７日間に及んだ 活動を記録したノート

INTERVIEW 4

65第 2 章　残された記録と記憶64



師、看護師等を支援が必要な地区に振り分け
る統括的役割を果たしました。

東日本大震災後に新設された　　　　

統括DMATが機能

　DMATが誕生したきっかけは阪神淡路大震
災でした。広範囲の災害医療体制が確立して
おらず、大きな被害が出たことから新たにつ
くられました。その後の東日本大震災で導
入されたものの指揮部門がなく、適した配置
が困難だったという課題から、DMATをコー
ディネートする「統括DMAT」が新設されまし
た。統括DMATが初めて本格的な活動を行っ
たのが熊本地震でした。この体制はその後も
受け継がれ、２０１８（平成３０）年大阪府北部地
震や、２０２０（令和２）年のダイヤモンド・プ
リンセス号での新型コロナウイルス対策でも
機能しています。

中長期的な視点での災害対策を

　大災害の対策は、直後はもちろん、中長期
的な視点が欠かせません。当院でいえば、国
道５７号、豊肥本線の復旧までの道路事情を踏
まえた取り組みを行いました。
　例えば、救急患者は熊本市ではなく、搬送
時間が短い大分県や宮崎県に搬送する提携体

制を整備し、道路が凍結した場合は、自衛隊
のヘリに搬送を依頼する仕組みをつくりまし
た。また、阿蘇在住で特殊な疾患を持ってい
る方が、熊本市の病院に通わなくてはなら
ない状況を鑑み、「特殊外来」を開設しまし
た。熊本大学から月１回のペースで専門医に
来院、診療していただく仕組みです。
　地震後は病院の人材不足も大きな課題とな
りました。そこで県看護協会と県の連携によ
り、「くまもと復興応援ナース」を立ち上げて
いただきました。これは短期就労が可能な看
護師を全国から募集する日本初の制度です。
阿蘇地域にも５０人ほどの看護師が集まりま
した。２０１９（令和元）年には、全国知事会か
ら優秀政策として表彰されるなど、高い評価
を受けました。
　医療機関には、発災後数年先までを見据え
た中長期的視点の「事業継続計画（BCP＝災
害時に損害を最小限にとどめつつ、事業を継
続するための計画）」の策定が求められます。
厚労省が医療機関のBCP策定を呼びかけて
いるものの、取り組んでいる病院はごくわず
かです。災害時、医療機関が機能するかどう
かが市民の命に直結します。早急な対策が必
要と考えます。

医療に関する対策本部を院内に設置

　熊本地震発生時、阿蘇市内でも多くの病院
が被災し、一時的に閉院を余儀なくされまし
た。２０１４（平成２６）年に完成した阿蘇医療セ
ンターは、幸いにも免震構造を取り入れてい
たおかげで院内の電子カルテを保存するホス
トコンピューターや医療機器は全て無事でし
た。停電や断水を想定した非常時用の設備も

整っていました。
　阿蘇保健所が被災したこともあり、医療対
策本部は医療設備の整った当院内に設置され
ることになりました。これは保健所長をトッ
プとし、阿蘇郡市の保健・医療の復興を行う
もので、「阿蘇地区災害保健医療復興連絡会
議（ADRO）」と名付けられました。阿蘇管内
の情報をADROに集約し、全国から集まった
DMAT（災害派遣医療チーム）や医師、薬剤

災害派遣医療チームの
活動拠点として
統括的役割を発揮

甲
か

斐
い

　豊
ゆたか

さん
阿蘇医療センター 病院長

熊本大学医学部卒業後、脳神経外科へ入
局。熊本地域医療センターや熊本赤十字病
院への勤務、熊本大学講師などを経て、２０１４
（平成２６）年の同院設立に尽力する。開院
当時から現職。

甲斐病院長とDMATのメンバー
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